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平成 18 年 2 月 17 日 

各  位 

会 社 名 株式会社だいこう証券ビジネス 

代表者名 代表取締役社長 竹 内  透 

（コード番号 ８６９２ 東証・大証２部）  

問合せ先   財 務 部 長  朝 日 寛 明 
（TEL ０３－３６６６－９１７７） 

  

業績予想修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成１７年１０月１９日付「業績予想修正に関するお知らせ」

にて公表いたしました平成１８年３月期（平成１７年４月 1 日～平成１８年３月３１日）の業績

予想（連結・個別）を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．修正内容 

（１）平成１８年３月期通期業績予想数値の修正（平成 17 年 4 月 1日～平成 18 年 3 月 31 日） 

①連結 

（単位：百万円、％） 

 営業収益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成 17 年 10 月 19 日） 

         

１３，８００

 

１，９４０ １，１２０

今回修正予想（Ｂ） １４，９００ ２，５２０ １，４９０

増減額（Ｂ－Ａ） １，１００ ５８０ ３７０

増減率（％） ８．０ ２９．９ ３３．０

前期（平成 17 年 3 月期）実績 １３，０７３ １，５１３ ７４７

 

②個別 

（単位：百万円、％） 

 営業収益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成 17 年 10 月 19 日） 

         

１２，１００

 

１，６６０ １，０４０

今回修正予想（Ｂ） １２，８００ ２，１４０ １，３７０

増減額（Ｂ－Ａ） ７００ ４８０ ３３０

増減率（％） ５．８ ２８．９ ３１．７

前期（平成 17 年 3 月期）実績 １１，５２０ １，２１７ ６４４
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２．修正理由 

 平成 18 年 3 月期の業績は、株式市場の活況に伴い、株式等売買注文の市場執行業務の拡大およ

びネット証券各社等からの口座開設事務や取引報告書の作成・発送事務など、バックオフィス業

務全般の受託増加がありました他、株式併合や株式分割事務などの臨時的な名義書換代理人業務

も加わり、当社ならびに子会社であります日本クリアリングサービス株式会社ともに好調に推移

しております。さらには証券決済制度改革を見据え、新規業務開拓にも積極的に取り組みました

結果、今年度には商品取引充用有価証券や金銭消費貸借取引担保有価証券の管理業務および日本

郵政公社からの投資信託販売に係る業務を受託し、「日本版クリアリングファーム」事業の一層の

充実・拡大を図ることができました。 

このため、平成 18 年 3 月期の連結、個別業績予想につきましては営業収益、経常利益、当期純

利益のいずれも前回公表業績予想数値を上回る見込みとなりましたので、上方修正いたします。

  

３．その他 

上記の予想は、現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後さま 

ざまな要因によって異なる結果となる可能性があります。 

以上 


